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皆
さ
ん
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日

本
共
産
党
の
蛭
田
公
二
郎
で
す
。

　

さ
て
、
今
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染

の
生
態
系
に
与
え
る
影
響
が
深
刻
化
を

し
、
国
際
的
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
使

用
抑
制
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
が
地
球
的

な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
は
石
油
製
品
が
多
く
、
気

候
変
動
問
題
へ
の
対
応
、
脱
炭
素
社
会
実

現
の
た
め
に
も
、
将
来
的
に
も
素
材
の
転

換
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
中
国
に
お
い
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

廃
棄
物
の
輸
入
規
制
が
強
化
さ
れ
て
お
り
、

国
内
で
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
循
環
が
必
要
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
今
年
４
月
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
資
源
循
環
促
進
法
が
施
行
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
従
来
の
我
が
国
の
大

量
消
費
、
大
量
生
産
に
歯
止
め
を
か
け
る
、

特
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
廃
棄
物
行
政
を
根

本
的
に
見
直
す
も
の
で
す
。

　

こ
の
法
案
の
国
会
質
疑
の
中
で
環
境
省

は
こ
う
述
べ
て
い
ま
す
。「
２
０
５
０
年

の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
い
う
こ
と

を
考
え
る
と
、
自
治
体
の
焼
却
炉
で
石
油

か
ら
作
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
今
と
同
じ

よ
う
に
燃
や
し
続
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
」、
こ
う
述
べ
て
い
ま
す
。

　

自
治
体
は
、
こ
れ
ま
で
の
包
装
容
器
に

加
え
、
様
々
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を
分

別
回
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
た
だ
こ
れ
は
努
力
義
務
で
、

国
は
自
治
体
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
回

収
、
再
資
源
化
を
進
め
る
た
め
に
、
そ
れ

に
必
要
な
財
源
は
交
付
金
を
手
当
て
す
る
、

こ
う
言
っ
て
い
ま
す
。

　

時
代
の
大
き
な
転
換
期
に
あ
っ
て
、
私

は
本
市
に
お
い
て
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分

別
回
収
に
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
は
４
月
か
ら
施
行
と
な
っ
た

　

今
会
期
か
ら
、
発
言
時
の
マ
ス
ク
着
用

は
任
意
と
な
り
ま
し
た
の
で
取
り
ま
す
。

早
く
お
互
い
の
笑
顔
を
見
な
が
ら
喋
れ
る

よ
う
祈
念
し
な
が
ら
質
問
に
入
り
ま
す
。

◎
安
全
対
策
に
つ
い
て

問　

先
月
、
九
都
県
市
合
同
防
災
訓
練
が

市
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
改
め
て
今
後
の

課
題
を
再
認
識
で
き
た
事
と
考
え
ま
す
。

市
の
災
害
へ
の
事
前
の
備
え
に
つ
い
て
。

答　

市
Ｈ
Ｐ
や
広
報
紙
な
ど
に
防
災
情
報

を
掲
載
し
、
家
庭
で
の
備
蓄
品
の
準
備
、

災
害
時
の
情
報
収
集
方
法
、
自
主
防
災
組

織
の
重
要
性
な
ど
を
周
知
す
る
等
、
啓
発

に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
河
川
に
つ
い
て
、

県
が
管
理
す
る
二
級
河
川
小
中
川
は
昨
年

度
よ
り
護
岸
工
事
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

市
が
管
理
す
る
準
用
河
川
金
谷
川
も
、
堆

積
土
砂
の
撤
去
や
草
刈
り
を
実
施
す
る
な

ど
流
下
能
力
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

問　

災
害
時
の
応
急
的
な
対
策
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。
①
災
害
情
報
の
発
信
。
②
県

や
消
防
・
イ
ン
フ
ラ
会
社
と
の
連
携
。
③

津
波
対
策
。
④
ペ
ッ
ト
の
防
災
。

答　

①
防
災
行
政
無
線
、メ
ー
ル
、ツ
イ
ッ

タ
ー
な
ど
を
活
用
し
行
い
ま
す
。
②
千
葉

県
と
の
連
携
は
、
事
前
指
名
さ
れ
て
い
る

職
員
が
県
と
の
連
絡
調
整
員
と
し
て
派
遣

さ
れ
る
体
制
で
す
。
消
防
団
と
の
連
携
は
、

災
害
時
に
消
防
団
幹
部
は
市
役
所
に
参
集

し
、
危
険
箇
所
の
巡
視
、
警
戒
や
応
急
対

応
な
ど
を
実
施
頂
く
体
制
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
と

倒
木
処
理
な
ど
の
協
力
体
制
の
強
化
、
電

源
車
の
配
備
、
連
絡
調
整
員
の
派
遣
等
に

関
す
る
基
本
協
定
及
び
覚
書
を
取
り
交
わ

し
て
い
ま
す
。
③
津
波
避
難
計
画
を
基
に

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
や
津
波
避

難
訓
練
を
実
施
し
、
避
難
経
路
、
避
難
場

所
の
確
認
や
日
頃
の
備
え
な
ど
に
つ
い
て
、

市
広
報
紙
や
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
周
知
、
意
識
の

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
④
新
た
に
ペ
ッ

ト
の
避
難
場
所
の
確
保
可
能
な
避
難
所
６

か
所
を
市
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

３
年
前
の
台
風
災
害
時
、
各
避
難
所
の

人
員
数
や
物
資
が
一
元
的
に
管
理
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
し
た
。
先
日
の
訓
練
で
は
Ｉ

Ｔ
を
用
い
た
「
未
来
共
生
災
害
救
援
マ
ッ

プ
」
を
展
示
し
て
い
ま
し
た
。
国
の
助
成

も
あ
る
そ
う
で
す
の
で
研
究
を
。
ま
た
国

の
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
は
令
和
７
年

度
ま
で
延
長
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

◎
教
育
行
政
に
つ
い
て

問　

教
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
。
子
ど
も

の
い
じ
め
と
同
様
、
命
に
関
わ
る
問
題
。

民
間
で
い
う
「
産
業
医
」
は
居
る
の
か
。

答　

教
職
員
数
が
常
時
50
名
以
上
の
学
校

は
産
業
医
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

大
網
中
が
該
当
校
。
山
武
郡
市
医
師
会
の

確
認
の
下
、
医
師
と
の
間
で
契
約
し
て
い

ま
す
。
49
名
以
下
の
学
校
は
衛
生
推
進
者

を
選
任
し
、
必
要
に
応
じ
て
学
校
医
に
相

談
す
る
等
の
対
応
を
取
り
ま
す
。
ま
た
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
相
談
員
の
活
用

な
ど
も
行
い
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
に
よ

り
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
不
調
が
あ
っ
た
場

合
に
は
公
立
学
校
共
済
組
合
が
契
約
し
て

い
る
教
職
員
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
指
定
医

療
機
関
の
受
診
に
繋
げ
て
い
ま
す
。

問　

教
員
の
配
置
に
つ
い
て
。
以
前
と
比

べ
る
と
特
別
な
対
応
が
必
要
な
生
徒
や
、

保
護
者
か
ら
の
要
望
等
も
多
く
な
っ
て
い

る
。
現
在
の
教
員
数
は
妥
当
な
の
か
。

答　

教
員
数
は
、
公
立
小
中
義
務
教
育
学

校
定
員
配
置
基
準
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
お

り
、
増
置
教
員
、
教
育
委
員
会
や
各
学
校

か
ら
の
要
望
を
基
に
様
々
な
条
件
に
応
じ

て
配
置
さ
れ
る
加
配
教
員
や
派
遣
職
員
の

他
、
校
長
、
教
頭
、
養
護
教
諭
、
栄
養
教

諭
ま
た
は
栄
養
職
員
、
事
務
職
員
が
県
費

負
担
教
職
員
と
し
て
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
教
員
数
は
妥
当
と
理
解
し
て
い
ま

す
。
よ
り
手
厚
い
人
員
配
置
を
望
み
た
い

こ
の
新
法
を
機
会
に
、
ご
み
の
焼
却
、
建

設
に
お
い
て
も
、
従
来
の
よ
う
な
大
型
施

設
に
よ
る
焼
却
の
や
り
方
を
見
直
す
と
い

う
ふ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
国
会
答
弁
で
ご
み
焼
却
施
設
に

つ
い
て
、
環
境
省
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
ま
す
。「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
回

収
に
よ
っ
て
焼
却
廃
棄
物
の
量
が
減
る
。

焼
却
施
設
と
処
理
能
力
が
さ
ら
に
適
正
か

つ
合
理
的
な
規
模
と
な
る
よ
う
に
サ
イ
ズ

が
小
さ
く
な
っ
て
い
く
よ
う
に
国
と
し
て

も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」。
こ
れ
は
昨

年
５
月
27
日
、
今
の
法
案
の
審
議
の
過
程

で
衆
議
院
環
境
委
員
会
で
環
境
省
が
述
べ

た
も
の
で
す
が
、
ご
み
焼
却
行
政
に
つ
い

て
も
転
換
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

折
し
も
再
来
年
か
ら
は
、
い
よ
い
よ
東

金
市
外
三
市
町
ご
み
処
理
施
設
の
本
体
建

設
工
事
が
計
画
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
体

工
事
約
１
５
４
億
円
の
計
画
で
す
が
、
い

つ
収
ま
る
か
分
か
ら
な
い
円
安
と
建
築
資

材
の
高
騰
の
中
で
、
と
て
も
１
５
４
億
円

で
は
収
ま
ら
な
い
と
の
声
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
の
今
日
の
財
政
状
況
で
は
、
こ
れ

以
上
の
財
政
負
担
は
と
て
も
不
可
能
で
す
。

　

私
は
、
今
年
４
月
か
ら
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
な
ど
の
ご
み
収
集
行
政
が
大
き
く

変
化
し
て
い
く
中
で
、
私
た
ち
の
地
域
に

お
け
る
プ
ラ
ご
み
に
つ
い
て
も
、
分
別
回

収
を
積
極
的
に
進
め
、
そ
れ
を
前
提
に
ご

み
処
理
施
設
に
つ
い
て
も
、
今
進
め
て
い

る
計
画
を
一
旦
凍
結
、
よ
り
コ
ン
パ
ク
ト

な
計
画
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
本
日
、
第
１
に
、
こ
の
プ
ラ
ご
み

対
策
を
含
め
た
環
境
行
政
に
つ
い
て
、
第

２
に
、
い
よ
い
よ
来
年
か
ら
始
ま
る
小
・

中
学
校
の
給
食
費
の
一
部
無
償
化
な
ど
学

校
給
食
の
問
題
、
こ
の
２
つ
の
テ
ー
マ
で

質
問
を
し
ま
す
。

　

こ
れ
よ
り
は
発
言
席
で
質
問
し
ま
す
。

山
下 

豊
昭 

議
員

関
連
質
問

森
　 

建
二
　
議
員

災
害
へ
の
備
え
を
改
め
て
確
認
、
そ
し
て

教
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
要
望

会派代表質問

創
　
　
政

と
こ
ろ
、
加
配
教
員
等
に
つ
い
て
今
後
も

要
望
し
て
参
り
ま
す
。

問　

特
別
な
配
慮
が
必
要
な
生
徒
に
対
し

て
、
支
援
員
等
は
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

本
市
で
は
市
内
の
小
学
校
に
市
費
で

雇
用
す
る
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
21
名

配
置
し
て
い
ま
す
。

問　

消
毒
、
清
掃
、
給
食
費
の
集
金
事
務
、

Ｐ
Ｃ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
維
持
管
理
は
。

答　

消
毒
作
業
は
用
務
員
や
分
掌
で
割
り

当
て
ら
れ
た
担
当
職
員
が
、
清
掃
は
職
員

と
児
童
・
生
徒
が
共
同
で
、
給
食
費
事
務

は
栄
養
教
諭
、
栄
養
士
、
事
務
職
員
、
管

理
職
が
主
に
対
応
し
ま
す
。
Ｐ
Ｃ
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
は
、
保
管
庫
か
ら
の
出
し
入
れ
は

児
童
・
生
徒
が
行
い
、
維
持
管
理
に
つ
い

て
は
学
校
担
当
者
が
中
心
と
な
り
、
必
要

に
応
じ
て
教
育
委
員
会
職
員
も
連
携
を

図
っ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
学
校
に
よ
っ

て
は
、
教
員
業
務
支
援
員
、
い
わ
ゆ
る
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
が
県
教
育
委

員
会
よ
り
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
場
は
お
そ
ら
く
マ
ン
パ
ワ
ー
が
絶
対

的
に
不
足
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
後

も
教
育
予
算
拡
充
を
求
め
て
参
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
そ
の
他
、
移
住
・
定
住
政
策
に
つ
い
て

問
い
質
し
ま
し
た
。

問　

ま
ず
項
目
２
番
、
移
住
定
住
に
つ
い

て
本
市
の
人
口
推
移
は
年
々
確
実
に
減
少

傾
向
が
見
ら
れ
る
中
、
将
来
的
に
不
安
も

有
り
、
空
き
家
問
題
に
絞
り
質
問
し
ま
す
。

地
区
別
空
き
家
状
況
と
認
識
及
び
今
後
の

対
策
に
つ
い
て
、
併
せ
て
お
答
え
下
さ
い
。

答　

ま
ず
地
区
別
空
き
家
状
況
と
認
識
で

す
が
、
空
き
家
数
は
平
成
20
年
度
約
１
４

０
０
件
、
平
成
25
年
度
約
１
７
０
０
件
、

平
成
30
年
度
約
１
９
０
０
件
と
増
加
中
で
、

地
区
別
の
件
数
に
つ
い
て
現
在
実
態
調
査

中
で
有
り
、
全
件
数
の
把
握
に
至
っ
て
お

ら
ず
、
市
内
の
水
道
長
期
閉
栓
情
報
を
基

に
予
測
す
る
所
、
瑞
穂
地
区
約
10
％
、
大

網
山
辺
地
区
約
23
％
、
増
穂
地
区
約
３

１
％
、
白
里
地
区
約
36
％
の
状
況
で
あ
り
、

今
後
、
空
き
家
実
態
調
査
後
、
対
策
協
議

会
を
設
置
し
、
国
の
支
援
制
度
を
活
用
し

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

問　

次
に
教
育
行
政
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

⑴
令
和
４
年
４
月
～
５
月
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
実
施
後
の
認
識
と
、
⑵
再
編
審

議
会
を
含
め
た
現
在
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
、
⑶
小
中
学
校
の
適
正
学
級
数
の
認
識

と
今
後
の
傾
向
と
対
策
を
お
答
え
下
さ
い
。

答　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て
基
本

方
針
を
策
定
し
た
が
、
今
後
設
置
す
る
審

議
会
で
諮
問
、
検
討
を
進
め
る
予
定
で
、

条
例
の
制
定
、
委
員
の
選
定
を
進
め
て
い

る
所
で
す
。
現
在
学
級
数
も
市
内
小
学
校

の
内
、
５
つ
の
小
学
校
で
規
準
に
な
い
状

況
で
す
。

　

解
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
行
う
審
議
会

を
含
め
、
教
育
環
境
整
備
事
業
の
重
要
性

以
外
に
も
、
将
来
の
宝
で
あ
る
児
童
を
守

り
、
本
市
住
民
の
皆
様
の
安
全
を
守
る
重

要
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
拠
点
の
整
備
事
業
で

す
。
多
く
の
課
題
、
問
題
も
有
る
と
思
い

ま
す
が
執
行
部
、
教
育
委
員
会
、
議
員
を

含
め
て
取
り
組
む
事
業
だ
と
思
い
ま
す
。

本
事
業
の
推
進
に
お
か
れ
て
、
改
め
て
教

育
委
員
会
の
皆
様
に
は
慎
重
な
ご
審
議
と

ご
尽
力
を
お
願
い
し
質
問
を
終
り
ま
す
。

蛭
田 

公
二
郎
　
議
員

プ
ラ
ご
み
な
ど
の
分
別
回
収
と
新
ご
み

焼
却
施
設
建
設
計
画
の
縮
小
見
直
し
を

個人質問


